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ビルや工場の中で使われている設備

は，長い間使用していると経年劣化が

起こり故障します。こうした設備の故

障によって，利用者がビルの設備機能

を使えなくなったり，工場の生産が停

止することがあります。

このような設備の故障を未然に防ぐ

ために，定期的な点検や整備を行う

TBM（Time Based Maintenance）

方式の保守が取り入れられています。

しかし，利用者に安心して設備を使っ

てもらうためには，設備の状態に応じ

た保守を行うCBM（Condition Based 

Maintenance）方式の保守の実現が急

務となっています。

また，保守の対象となる設備は，機

能や性能が年々高度化してきて，故障

が発生したときの原因解明に時間が掛

かっています。更に，設備の機能が増

加したことで点検箇所が増え，現場保

守員の作業負荷が高くなっています。

一方，利用者からは，故障による設

備の停止時間を短くするよう強く求め

られています。

東芝は，これらの課題を解決するた

め，エージェント技術と診断技術を組み

合わせることで，遠隔からローカル設

備の故障を予知でき，CBM方式の保守

が行えるIRMTM（Intelligent Remote 

Maintenance）を開発しました。

IRMTMの特長を，図1に示します。

利用者の設備につながったローカル

診断装置TWDATM（Toshiba Watch 

Dog Agent）が，設備の稼働データを

収集しながら，故障の予兆を監視して

います。いったん故障の予兆を検知す

ると，故障の程度に応じた情報を遠隔

監視センターへ通知します。

設備が故障したり，まもなく故障し

そうなときには，TWDATMから遠隔監

視センターに警報や予兆が通知され，

センターは現場保守員に修理や点検・

整備の指示を出します。

一方，故障するまでに時間的余裕が

あるときは，故障確率などのリスク値
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設備の故障時期を推定し，故障前に
最適な保守計画を立てる
ビルや工場の中で長期間動いている設備は，使う

人々の暮らしや生産活動を支えていますが，時間の経

過とともに劣化して故障が起こります。このような故

障を防ぐため，一定の間隔で保守が行われますが，実

際の設備は使われ方や設置環境の違いにより故障時期

がばらつくため，不必要な保守も行われていました。

これをなくすため，各設備の状態に応じて保守をする

ことが求められています。

東芝は，設備の状態に応じた保守を実現するため，故

障の予兆を検知する診断ソフトウェアを遠隔監視センター

からローカルの診断装置に配信し，ローカルで故障を予知

するインテリジェント遠隔監視システム IRMTM（Intelligent 

Remote Maintenance）を開発しました。
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図1．IRMTMが目指す保守̶ TWDATMで検知した設備の状態に応じ，急を
要する場合は速やかな修理や点検・整備を行い，時間的余裕のある場合は
最適な保守計画を立てて点検や整備を行います。
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図2．IRMTMのソフトウェアプラットフォーム̶様々な設備へIRMTMを展開
できるようにした，ソフトウェアのプラットフォームです。

求められる遠隔監視システム IRMTMが目指す保守
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Infrastructure Library）サービス管

理，高可用性（耐災害性），及びセキュ

リティ運用管理があります。

IRMTMの応用を図4に示します。

遠隔監視センターでは，利用者の設備

を診断するエージェントを作成します。

この診断エージェントは，エージェント

管理機能により，利用者の設備につな

がったTWDATMへ最適なタイミング

で配信されます。

遠隔監視センターから診断エージェ

ントを受信したTWDATMは，故障の予

兆がないか利用者の設備を監視して，

予兆を検知すると，一次診断結果を遠

隔監視センターへ通知します。

遠隔監視センターは，通知された結

果を基に，高度な診断を行い，最適な

保守計画を作成します。この最適化さ

れた保守計画によって，部品や保守員

の手配など保守業務を効率的に行うこ

とができ，CBM方式の保守を実現で

きます。

安心，安全，快適な社会を実現する

には，社会インフラを支える設備の故

障を未然に防がなければなりません。

当 社 は，IRMTMを 昇 降 機，MFP

（Multi Functional Peripherals），

空調機器などの設備に適用することで，

利用者の設備を見守りたいと考えてい

ます。

を遠隔監視センターへ通知して，故障

しそうな設備にとって最適な保守計画

を立て，この計画に基づいて最適な点

検や整備の指示を現場の保守員に出し

します。

IRMTMでは，様々な設備に展開でき

るようにソフトウェアのプラットフォー

ムを構築しました（図2）。プラット

フォームのソフトウェア構成は，以下の

とおりです。

IRMTMの高度化要求に合わせてカス

タマイズするソフトウェアとして，分析

装置，エージェント開発環境，保守支

援，診断エージェントがあります。分析

装置では，遠隔監視データを基に，

予測型診断技術を使って故障確率推定

モデルを構築します。エージェント開

発環境は，故障確率モデルから診断

エージェントを作ります（図3）。保守

支援は，最適保守計画を策定します。

診断エージェントは，TWDATM内で

設備状態を監視します。

また，各設備に適用できる共通ソフ

トウェアとして，遠隔監視センター側

にエージェント配信などを管理する

エージェント管理機能があり，TWDATM
側にエージェント実行などを行うエー

ジェント管理機能とセキュリティ機能

があります。

更に，既存システムが持つインフラ

の構築状態に応じてカスタマイズする
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図3．診断エージェント作成の流れ̶遠隔監視データや故障データを基に故障確率推定モデルを
構築し，TWDATMで実行可能な診断エージェントを作成します。

IRMTMのソフトウェア構成

今後の展望

IRMTMの応用

int Decision Tree（s1，s２）{
 switch（*info）{
     case0：if（f1（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
     case1：if（f2（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
defaults：return（FALSE）;
}
double f1（x,y）return（x+2*yｰ2）;
double f2（x,y）return（5x+yｰ10）;

DB：Database

int Decision Tree（s1，s２）{
 switch（＊info）{
     case0：if（f1（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
     case1：if（f2（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
defaults：return（FALSE）;
}
double f1（x,y）return（x+2＊yｰ2）;
double f2（x,y）return（5x+yｰ10）;
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■手順1：データの前処理（信号処理を含む） ■手順2：故障確率モデルの構築

■手順3：エージェントの部品化 ■手順4：エージェントアプリケーションの作成
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int Decision Tree（s1，s２）{
 switch（＊info）{
     case0：if（f1（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
     case1：if（f2（s1，s2）＜＝0；return（TRUE）;
   defaults：return（FALSE）;
}
  double f1（x,y）return（x+2＊yｰ2）;
  double f2（x,y）return（5x+yｰ10）;
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図4．IRMTMの応用̶各設備につながったTWDATMへ動的配信された診断エージェントが一次
診断した結果を基に，高度な診断や最適な保守計画の策定を行います。


